
課題No.1
土地利用型法人の経営戦略の策定と

持続的経営の展開

計画期間：令和５年度～令和７年度

対象：農事組合法人おおぬき彩土里ファーム
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農事組合法人
おおぬき彩土里ファームについて

•大貫長根営農組合の担い手が、令和３年８月に法人化

•大崎市田尻を中心に営農

•役員６人、組合員20戸

•代表理事１人（40代）、理事４人（60～70代）、

監事１人（70代）

•経営面積 約80ha

（主食用米 33.4ha、飼料用米 4.7ha、WCS 4.0ha、小麦
10.2ha、大豆 23.6ha、牧草 5.0ha）
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対象法人における現状及び課題

•法人化時の計画とは異なる営農体系（牧草作業委託）

•条件が良くないほ場（開田）が約10ha

•構成員の高齢化と若い担い手の不足

•繁忙期が集中しており、特に冬場の仕事がない

•法人としての所有機械が少ない

•複式簿記が不慣れな役員が多く、決算書の見方につい
て懸念がある

•経営品目別の収支について把握していない
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課題の背景

•継続的な事業計画の検証と見直し

•営農の仕組みづくり

•決算書等から経営状況を把握するスキルの習得

•代表理事は４０代と若手だが、ほかの中心的な理事や
組合員は６０～７０代。将来の担い手確保に向けて、
周年作業の平準化と収益向上が必要

〇法人運営の課題
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課題の背景

•水張りできない開田（約10ha）の今後の活用方法の検討

•さつまいも試験栽培（12a）に係る技術的な支援

•小麦作付け開田での、強害雑草が繁茂（ワルナスビ）対策

〇栽培技術に関する課題
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定性的目標
•周年作業平準化及び所得の安定確保に向けた高収益作物の導入が
検討される。

•法人の経営状況を把握し、今後の経営改善に活かすことができる。

定量的数値目標
新規導入品目数

R4：０ → R5：１ → R6：１ → R7：２

牧草 牧草 牧草
＋

さつまいも？
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これまでの活動内容①

〇経営管理能力向上支援

経営管理研修会の開催
• 計４回、役員を対象に、TAC※と協力して、法人経営に関するポイント
（財務諸表について、経営計画策定の必要性など）について研修会を開催
した。

• 貸借対照表及び損益計算書の見方を学び、事業計画の策定及び見直しの重
要性について理解を深めた。

→農業経営改善計画を見直し、計画的な農業機械導入に向けた

経営基盤強化準備金の積立を開始した。

※JA新みやぎみどりの統括営農センター

担い手サポートセンター 7
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これまでの活動内容①

〇経営管理能力向上支援

営農管理支援
• 計２回、役員を対象に、「水田を活用した露地園芸品目導入の手引き」を
活用したり、露地園芸に活用可能な事業を紹介したりするなど、今後の開
田の活用方法について、普及センターとJA両者から助言した。

• 今後の開田の活用について検討が開始された。
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これまでの活動内容①

〇経営管理能力向上支援

総会開催支援
• 計３回、役員を対象に、総会資料の記載事項や進行、組合員に説明すべき
ポイントについて助言した。

• 総会（6/25開催）において、役員が組合員に対して経営状況や事業計画
について説明し、無事に終えることができた。

→今後の事業展開として、利益剰余金を

経営基盤強化準備金として積み立て、

農業機械の導入を進めていくことについて

組合員から理解を得ることができた。
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これまでの活動内容②

さつまいも

•施肥、排水性改良指導

•定植作業指導

•巡回指導（雑草及び病害虫防除）

〇栽培技術向上支援（さつまいも・土地利用型作物）
品種・定植日：
べにはるか（約3,000本）・ 6/11～
6/13
コガネセンガン（約150本）・5/26
排水改良：カットブレーカー →2/27

カットドレーン →5/17

排水対策
（カットドレーン）
1.5m間隔×深さ
45~50cm

定植作業指導
黒マルチ幅135cm
→95cmに改善？11



さつまいも生育の様子（8/10）

コガネセンガン べにはるか
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これまでの活動内容②

〇栽培技術向上支援（さつまいも・土地利用型作物）

土地利用型作物

•雑草発生状況確認

•防除方法の打合せ

•巡回指導（雑草防除の実施）

ワルナスビ
→小麦ほ場（開田）で多く発生
→ほ場内では、小麦品種切り替えのため、
全面農薬散布予定（２～３回）
→法面からの侵入防止のため、遮光シー
トや局所的農薬散布による対策を検討

大豆・小麦
巡回指導

防除方法の
試験検討 13



今後の活動予定

• 経営管理研修会の開催

→ 財務諸表の活用方法、経営目標の策定

• 経営管理シミュレーション

→ 開田面積の増減による収支への影響、

外部専門家による従事分量配当予想シートの活用指導

• 次年度計画作成支援（事業計画、営農計画、収支計画等）

〇経営管理能力向上支援

• 巡回指導（さつまいも収穫前作業等）

• 収量調査、販売実績調査、次年度方針の検討

• 雑草防除方法の試験とフィードバック、今後の対策の検討

〇栽培技術向上支援（さつまいも・土地利用型作物）
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